
交通安全週間街頭啓発運動 
4月6・9・１０日 

4月1日　小木城山公園 

新
　
穂 

小
　
木 

金
　
井 

看護の道への第一歩！ 
４月１０日 

 新入学児を守る交通安全週間街頭啓発運動が、新穂
日吉神社前の交差点で実施されました。 
佐渡東警察署、佐渡東部交通安全協会の指導のもと、

新穂小学校の児童が、道行くドライバーや、通学・通園す
る子どもたちに向けて交通安全スローガンの入った横断
幕やのぼりを掲げて交通事故防止を呼びかけました。 

千種にある佐渡看護専門学校において、入学式が行
われました。第７期生の新入生は３３名（島内出身者２６名）
で、３年間看護従事者を目指し修学に励みます。 
入学式当日の春うららかな天候も、門出を祝福してい

るようでした。 

第１９回新潟県スポーツフェスティバル佐渡地区大会 

「日本グラウンドゴルフ協会認定コース」で第
19回新潟県スポーツフェスティバル佐渡地区大
会（グラウンドゴルフ）が開催されました。10チーム総勢82名の参
加を得て、上位4チームが県大会に出場することが決まりました。
佐渡代表として頑張ってください。 

～ハッタンぼんぼり１１５基が点灯～ 
 ４月１２日 真野公園 桜まつり 
 

４月１４日・１５日 
真
　
野 

畑
　
野 
春の訪れ「目黒町の流鏑馬」 

平成１７年に
真野商工会の
有志が手作り
で始めた３０基
のハッタンぼん
ぼりが１８年に
は９０基、１９年
には１１５基と
毎年数を増や
し地域おこしと
観光イベントに

貢献しています。中学生が昨年、選択美術で作成した
１８基も含まれており、真野公園を訪れた人にも描いても
らえるコーナーがあったらと夢は膨らみます。夜桜のラ
イトアップとハッタンぼんぼりのほんのり温かい明かりが
楽しめました。 

目黒 町 熊
野神社例大
祭では、流鏑
馬の神事が
行われました。
氏子の子弟を
代表して、小
学校６年生の
中川祥太朗
君が射手とな

り、五穀豊穣、無病息災、家運の隆盛を祈願し二日間に
渡る大祭を終了しました。折からの春風の中、力強く弓
を引く姿は雄雄しく、たなびく装束はあたかも神様が舞
い降りたかのような幻想的な場面を見せてくれました。
参道で見守る誰もが、希望に満ちた春の訪れを感じた
ことでしょう。 

結果：1位さくら(小木)、2位金井A、3位つばき(小木)、4位金井Bチーム 
個人1位・吉田三樹男さん、2位・影山松夫さん、3位・高嶋輝行さん 

ホールインワン… 
かな？ 
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佐和田 4月15日は 
　　祭り三昧だ！ 

毎年恒例、白山神社、白山神社、小平神社、金
北山神社そして、高浜神社と５つの神社でまつり
が行われました。春というにはまだ肌寒い日でし
たが、道行く人は振り返り、たくさんの人がいる
中、鬼が、翁が、そして獅子が舞っていました。
街中に太鼓の音が響き渡り、獅子の噛む音も加わ
って、にぎやかな一日でした。 

高千地区は祭り一色 
4月15日 

相
　
川 

羽
　
茂 

文学の道めざし 
句碑・歌碑10基を建立 

佐渡おこしチャレ
ンジ事業を利用して、
羽茂川沿いに句碑、
歌碑の建立を続け
ている「はもちふる
里自治会」が18年
度は10基の碑を建
立しました。 
今年は、羽茂中
学校が毎年刊行し
ている「羽茂萬葉」

の優秀作を掲示できる碑が加わり、中原奈緒さん（当時 
羽茂中３年）の短歌「窓を開け 耳をすませば 除夜の鐘 
静かな町に 新年知らせる」と、北嶋修平さん（当時 羽
茂中３年）の俳句「春耕の 父の手かたく 土起こす」が
選ばれました。 

ドンデン高原いよいよ山開き 
4月22日 「ドンデン高原開き」　 

 
4月18日 

両
津 

赤
　
泊 
満開の桜の中　赤泊祭り 

椿地区のドンデン高原では、高原開きが開催されド
ンデン高原春まつりがスタートを切りました。当日は祈
願祭・鬼太鼓・餅つきなどが行われ、この日を待ちわび
ていた観光客やトレッキング愛好者が多数参加しました。 

赤泊地区の春祭りの最後を飾る、赤泊祭りが行わ
れました。大獅子・小獅子は八幡若宮神社でお祓いを
してから家々を門付けして回ります。神社には島内の
写真愛好家が集まり、町に繰り出す獅子達を収めよう
とシャッターを切っていました。この日は神輿や山車を
引く声が夜遅くまで町中に響き、１年間の家内安全・五
穀豊穣を願っていました。 

しろやま はくさん おひら 

高千地区１２集
落と外海府の小
田集落の祭りが一
斉に行われ、「まめ
まき」や「鬼太鼓」
が家々 を回りました。
小田集落の夷神
社では、「ササラ」、
「四つ切りの舞」、
「麦まき」、「棒術」の芸が奉納されました。「麦まき」はヒ
ョットコ、おかめ、天狗の３人によって演じられ、ヒョットコと
おかめが麦を播いていると天狗が現れ、悪さをします。
たまりかねたヒョットコとおかめが知恵をしぼりながら、天
狗に縄をかけ縛りあげるという芸です。 
伝承する若者が少なくいつまで続くか心配だという声

も聞かれました。 

八
幡
若
宮
神
社
で 

小
獅
子
舞
い
の
奉
納 

▼
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元気よく声を合わせてよろこびの歌を歌う児童 

校章をデザインした生徒に記念品が贈られました 
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４月８日（日）参会者の温か
い懐に包まれて、無事に総
会を終えることができました。 
旧両津市である、真更川

から、水津までの出席者約
180名の方々が参加。 
会場となったジョン万次郎・信濃町店（東京新宿区）が
満杯となる嬉しい悲鳴でありました。会員の中から、「頑張
れ両津・・」といって金一封が届き、それがきっかけとなり、
役員一同、「頑張れ両津募金だと・・」 
活気と鋭気が会場一杯にひろがりました。 
両津は、佐渡の玄関口であり、お見送り口。その大きな
役目を担う使命感をもって、故郷への貢献と文化の発展
を願って今後も継続していきます。 

（東京両津の会会長　渡辺恵美　記） 

第４５回東京両津の会総会　両津頑張れ… 

菊地幹夫氏（相川出身）が東京・赤羽会館で民謡ショー 
 

首都圏情報コーナー 

3月18日（日）相川出身の
菊地幹夫氏（21世紀おけさ
アートの会主宰）が10周年
記念公演を開催しました。在
京者や民謡ファンが大勢来場。
日本民謡協会理事長三浦

朱門氏は、「日本古来の良い伝統や文化が失われつつあ
る今日、わが国の誇る民謡民舞の伝承と普及振興に大き
く期待している」と祝辞。「おけさ」は佐渡だけではなく新
潟県のテーマソングであり日本一有名な民謡として、村田
文三翁の偉業を称えながら各演舞を鑑賞しました。 

（東京相川会　本間壯平　記） 
 
 

佐
渡
市
長
　
�
野
宏
一
郎 No. 
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新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
急
激
な
ス
リ
ム
化
を
行
っ
て
い
る
の

で
新
入
職
員
の
顔
ぶ
れ
は
わ
ず
か
で
す
が
組
織
も
新
し
く
な
り
、

緊
張
し
た
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。 

今
年
は
行
政
改
革
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。
昨
年
５
月
、北
川
正

恭
教
授
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
で
、ま
ず
は
手
始
め
に
「
開
票

の
ス
ピ
ー
ド
化
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員

会
は
新
潟
県
一
を
目
指
し
て
今
回
限
界
に
挑
戦
し
た
の
で
す
。 

県
会
議
員
選
挙
の
８
日
当
日
、午
後
９
時
に
開
票
作
業
は
静
か

に
始
ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
２
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
効
果
か
、い
つ
も

な
ら
４０
分
近
く
か
か
る
第
一
段
階
の
仕
分
け
作
業
を
わ
ず
か
１５
分

で
終
え
た
職
員
は
、自
ら
の
判
断
で
次
々
と
迷
う
こ
と
な
く
、小
走

り
に
次
の
作
業
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
約
４
万
票
の
投
票
は
次
々

に
候
補
者
別
に
仕
分
け
・
内
容
確
認
・
機
械
に
よ
る
計
数
を
終
え
、

５
０
０
票
の
束
と
な
り
、立
会
人
・
選
挙
長
に
よ
る
確
認
に
回
さ
れ

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
速
さ
に
立
会
人
・
選
挙
長
の
確
認
作
業
が
間

に
合
わ
な
い
中
で
、開
始
か
ら
４５
分
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
作
業
が
終
わ

り
、最
終
的
な
集
計
が
慎
重
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
午
後
１０

時
１
分
、選
挙
長
に
よ
り
各
候
補
者
の
得
票
数
が
発
表
さ
れ
、開

票
は
終
了
し
ま
し
た
。 

今
ま
で
に
比
べ
る
と
半
分
以
下
の
時
間
で
、同
じ
よ
う
な
試
み

を
行
っ
た
加
茂
市
に
わ
ず
か
の
差
で
ト
ッ
プ
の
座
は
奪
わ
れ
ま
し
た

が
、職
員
か
ら
の
積
極
的
な
企
画
と
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
仕
事
ぶ

り
に
、佐
渡
市
の
こ
れ
か
ら
の
道
筋
に
明
る
い
光
を
見
た
よ
う
な

気
が
し
て
、一
日
中
胸
が
熱
か
っ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

（題字　B野宏一郎） 

佐渡市立前浜小学校開校式 
岩首小学校、野浦小学校、片野尾小学校を統合し、
新年度からスタートした佐渡市立前浜小学校で４月３日、
開校式が挙行されました。児童25名と地元関係者や教
育関係者約80名が、新しい学校の歴史の幕開けに期待
を寄せていました。 
開校式では、校章が披露され、デザインをした児童によ

り校章が紹介されました。 
これからもより一層地域に根ざした学校を目指して、新
たな歴史を刻んでいくこととなります。 

前浜地区は佐渡の最後のトキ
が営巣した地区です。その保護活
動に佐渡でも最初に取り組み、今
日では放鳥のための環境整備に
尽力するなど、トキは生活・文化の重要な柱となっています。 
トキの後頭の３枚羽は統合した３地区（３小学校区）を
表し、後頭の３枚を合わせた計１３枚の羽は、前浜地区１３
集落を表しています。トキの輪の中は、佐渡島と前浜小

学校の略称【前小】を
表し、色は、【金・銀（鉱
物と稲穂・米）の島・佐
渡】を表し、バックの青
色は、前浜の海を表し
ています。 
地域に愛される子ど

も達はトキとなり、純粋で
希望を見つめる大きな
目をもって、佐渡を包み
込んで、将来に羽ばた
こうとしています。 

校章デザインの意図 
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地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日 
 
両　津 上横山 佐　藤　埜愛瑠 典悦 3.18 
　〃 河崎 野　口　杏　香 秀之 3.19 
　〃 原黒 田　中　理　希 未来 3.23 
　〃 片野尾 藤　岡　ゆ　い 憲介 3.29 
　〃 下久知 小　林　梨里香 元彦 4.  5 
　〃 加茂歌代 山　本　桂　士 宏一 4.11 
　〃 河崎 角　坂　優　成 義彦 4.11 
　〃 旭 伊　藤　千　広 広文 4.12 
相　川 相川弥十郎町 熊　倉　未　奈 克喜 3.14 
　〃 南片辺 片　浜　誠　斗 和博 3.21 
　〃 相川炭屋町 原　　　直　人 智之 3.25 
　〃 達者 　　林　瑠　唯 繁 3.29 
　〃 北川内 弾　正　颯　大 明良 3.31 
　〃 相川小六町 山　本　莉　維 周市 4.12 
佐和田 上矢馳 大　井　莉理子 一忠 3.27 
　〃 中原 岡　辺　春　人 和也 3.28 
　〃 市野沢 稲　葉　万　桜 光昭 3.28 
 

佐和田 長木 湖　屋　風　馬 博久 4.  2 
　〃 長木 上野山　璃　空 正法 4.  3 
　〃 河原田諏訪町 藤　岡　心　頼 俊也 4.  5 
金　井 千種 U　地　彩　花 誠 3.14 
　〃 三瀬川 猪　羽　李　幸 浩幸 3.26 
　〃 金井新保 河　原　未　和 光照 3.28 
　〃 泉 川　上　涼　平 賢一 4.  6 
　〃 中興 雜　賀　塔　也 達也 4.12 
新　穂 新穂潟上 橋　本　莉　刻 靖彦 4.11 
畑　野 畑野 渡　部　大　夢 貴弘 3.29 
真　野 田切須 佐々木　優　真 伸彦 3.31 
　〃 真野新町 本　間　仁　菜 孝則 4.  1 
　〃 豊田 山　本　照　嘉 正男 4.  2 
　〃 西三川 津　田　　　遙 正隆 4.10 
小　木 小木町 高　野　凌　牙 健一 3.19 
羽　茂 羽茂大崎 村　田　ゆ　み 満 3.23 
　〃 羽茂本郷 氏　江　美　鈴 秀樹 3.31 
　〃 羽茂本郷 平　間　桜　香 渉 4.13

両　津 岩首 　　藤　幸　一 91 3.30 
　〃 梅津 中　川　康太郎 81 4.  1 
　〃 岩首 齋　藤　千代松 81 4.  2 
　〃 加茂歌代 齋　藤　健一郎 62 4.  4 
　〃 北鵜島 水　本　ツ　ヤ 87 4.  6 
　〃 浦川 佐　藤　秀　雄 92 4.  7 
　〃 長江 淺　原　政　治 83 4.  7 
　〃 春日 川　上　ハ　ツ 99 4.  9 
　〃 両津夷 増　田　喜　代 89 4.  9 
　〃 歌見 石　塚　タ　マ 98 4.10 
　〃 平松 佐　藤　シ　ゲ 95 4.20 
　〃 両尾 中　山　圭　市 90 4.21 
相　川 矢柄 中　村　タ　ネ 93 3.28 
　〃 相川紙屋町 関　川　己之J 90 4.  2 
　〃 稲鯨 大　地　ク　ラ 85 4.  3 
　〃 相川下戸村 衣　笠　一　雄 84 4.  7 
　〃 下相川 堀　部　市太郎 93 4.  8 
　〃 相川六右衛門町 丸　山　房　子 94 4.  9 
　〃 相川馬町 柏　原　う　め 86 4.10 
　〃 北田野浦 近　藤　ヒ　メ 94 4.14 
　〃 岩谷口 山　登　マツヱ 87 4.16 
　〃 姫津 阿　部　正　實 78 4.17 
　〃 稲鯨 岩　A　賢　次 75 4.18 
佐和田 八幡 本　間　建　次 41 3.29 
　〃 八幡町 須　田　ヨシノ 79 3.29 
　〃 沢根町 本　間　ミ　ツ 91 4.14 
　〃 上矢馳 佐々木　J　司 80 4.15 
　〃 八幡 吉　田　嘉　藏 89 4.16 
　〃 石田 山　田　イ　チ 98 4.17 
　〃 二宮 　　屋　武　志 73 4.17 
　〃 窪田 内　藤　ミツイ 85 4.17 
金　井 金井新保 渡　邉　トシ子 74 3.27 
　〃 三瀬川 神　　　綾　子 84 3.31 
　〃 中興 中　野　義　彦 70 4.  1 
　〃 貝塚 柳　屋　コ　ウ 76 4.  6 
　〃 中興 鈴　木　作　　 95 4.  8 
　〃 中興 江　口　テ　リ 95 4.  8 
　〃 中興 飯　田　　　都 68 4.10 
　〃 千種 B　橋　恒　宏 65 4.13 
　〃 吉井本郷 松　本　ミチ子 74 4.15 
 

金　井 中興 藤　永　スヱノ 83 4.16 
　〃 千種 　　A　幸　男 82 4.18 
　〃 金井新保 安　藤　秋　雄 87 4.21 
新　穂 新穂瓜生屋 齋　藤　ミツ子 78 3.29 
　〃 新穂潟上 金　子　幸太郎 90 3.30 
　〃 新穂潟上 渡　邊　シ　ヅ 83 4.  2 
　〃 新穂青木 伊　藤　千鶴子 82 4.  8 
　〃 上新穂 末　武　長　一 84 4.  9 
　〃 上新穂 松　田　重　吾 91 4.13 
　〃 新穂瓜生屋 鈴　木　秀　雄 88 4.20 
　〃 新穂長畝 土　屋　貞　二 78 4.21 
畑　野 宮川 細　野　武　治 88 4.  4 
　〃 目黒町 浅　木　秀　雄 95 4.  6 
　〃 畑野 中　川　トシ子 84 4.  8 
　〃 畑野 小　田　健次郎 63 4.10 
　〃 栗野江 本　間　キ　ヨ 82 4.14 
　〃 宮川 齋　藤　U二郎 74 4.17 
　〃 松ヶ崎 竹　本　　　清 73 4.17 
　〃 畑野 北　見　春　吉 83 4.18 
真　野 田切須 佐々木　房之助 90 4.  1 
　〃 真野新町 嶋　倉　ヨ　シ 96 4.  5 
　〃 背合 滝　口　政　次 83 4.11 
　〃 四日町 U　地　ア　キ 90 4.12 
　〃 大小 B　野　光　雄 79 4.17 
　〃 西三川 B　野　キクエ 85 4.18 
小　木 小木強清水 佐　藤　ア　サ 100 4.  6 
　〃 小木町 住　J　一　宏 59 4.  8 
　〃 小木町 羽　生　　　護 62 4.11 
　〃 田野浦 佐　藤　壽　一 70 4.13 
羽　茂 羽茂本郷 金　子　タ　ケ 94 4.  1 
　〃 羽茂本郷 坪　根　チ　カ 82 4.  2 
　〃 羽茂大橋 葛　西　健　治 18 4.  4 
　〃 羽茂大石 塚　原　J　男 89 4.  4 
　〃 羽茂村山 小　田　鈴　子 92 4.  6 
　〃 羽茂小泊 岡　崎　ヒ　ロ 93 4.  6 
　〃 羽茂大崎 葛　原　カ　ネ 95 4.14 
　〃 羽茂大石 B　津　みち子 57 4.17 
　〃 羽茂村山 住　吉　良　一 80 4.19 
　〃 羽茂本郷 渡　邉　ハルミ 78 4.21 
　〃 羽茂大崎 藤　井　幸　次 89 4.22 
赤　泊 徳和 古　屋　文　好 69 4.20

地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日  

（ふうま） 
（りく） 
（みらい） 
（あやか） 
（りさ） 
（みわ） 
（りょうへい） 
（とうや） 
（りく） 
（ひろむ） 
（ゆうま） 
（にな） 
（てるよし） 
（はるか） 
（りょうが） 
（ゆみ） 
（みすず） 
（おうか） 

 
（のえる） 
（きょうか） 
（りき） 
（ゆい） 
（りりか） 
（けいじ） 
（ゆうせい） 
（ちひろ） 
（みな） 
（まさと） 
（なおと） 
（るい） 
（そうた） 
（りい） 
（りりこ） 
（はると） 
（まお） 

※掲載について都合の悪い場合は市民課戸籍係へお申し出ください。なお敬称は省略します。 


